
二
四
日
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
（
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
）
が
、
飯
能
市
で
も
実
施

さ
れ
、
小
学
校
六
年
生
が
七

五
六
人
、
中
学
校
三
年
生
が

七
九
八
人
と
、
合
計
一
五
五

四
人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
テ
ス
ト
は
、
中

学
校
で
は
四
三
年
ぶ
り
、
小

学
校
で
は
初
め
て
で
、
全
国

で
は
国
公
私
立
合
わ
せ
て
約

三
二
七
〇
〇
校
が
参
加
し
ま

し
た
。

一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
、

点
数
競
争
を
激
化
し
、
子
ど

も
と
学
校
を
序
列
化
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
世
論
が
大

き
く
な
り
、
愛
知
県
犬
山
市

と
私
立
学
校
の
約
四
割
は

参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

企
業
が
テ
ス
ト
結
果

を
把
握
？

テ
ス
ト
は
、
国
語
と
算

数
・
数
学
の
二
教
科
で
、

ほ
か
に
生
活
習
慣
や
家
庭

環
境
に
つ
い
て
子
ど
も
に

答
え
さ
せ
る
「
児
童
・
生

徒
質
問
紙
調
査
」
と
、
就

学
援
助
世
帯
の
割
合
や
授

業
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

校
長
に
回
答
を
求
め
る

「
学
校
質
問
紙
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
採
点
・
集
計

は
、
企
業
に
委
託
さ
れ
ま
す
。

テ
ス
ト
や
質
問
紙
調
査
に
は

中
三
は
個
人
番
号
を
記
入
、

小
六
は
氏
名
を
記
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
個
人
情

報
を
国
や
受
験
産
業
が
把
握

す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

飯
能
市
は
公
表
し
な
い

文
科
省
は
九
月
ご
ろ
に
都

道
府
県
別
の
結
果
を
公
表
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
各
市

町
村
の
結
果
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員
会
の
判

断
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
い
て
、

飯
能
市
教
育
長
は
、
一
斉

学
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
新
日
本
婦
人
の
会
が
要

請
行
動
を
行
っ
た
際
「
学
校

別
の
結
果
は
公
表
し
な
い
」

と
明
言
し
て
い
ま
す
。
本
来

学
力
テ
ス
ト
は
、
児
童
生
徒

が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る

の
か
を
把
握
し
学
習
援
助
の

材
料
と
し
て
生
か
さ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
果
を
公
表
し
、
学
校
間
の

格
差
を
拡
大
し
、
何
よ
り
も

子
ど
も
達
の
心
に
与
え
る
ス

ト
レ
ス
を
考
え
る
と
今
後
の

是
非
が
大
き
く
問
わ
れ
る
も

の
で
す
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で

「
観
光
公
衆
ト
イ
レ
を
計
画

的
に
整
備
す
る
」
こ
と
が
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
国
道
２
９
９
号
沿

い
の
武
蔵
丘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
に
計
画
中
の
観

光
ト
イ
レ
が
、
五
月
連
休
明

け
に
は
着
工
に
な
り
ま
す
。

国
道
２
９
９
号
に
は
下
水
管

が
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
れ
に
伴
う
、
下
水
道
の
敷

設
工
事
も
始
ま
り
ま
す
。

担
当
課
は
、
だ
い
た
い
二
ヶ

月
間
を
目
途
に
整
備
し
た
い

と
い
っ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の
広
さ
は
３
７
．

６
１
㎡
で
女
子
ト
イ
レ
に
は

男
の
子
用
も
設
置
、
男
子
ト

イ
レ
に
は
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー

が
あ
り
、
他
に
も
多
機
能
ト

イ
レ
と
し
て
障
害
者
、
高
齢

者
、
乳
幼
児
に
配
慮
し
た
ト

イ
レ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、

阿
須
、
中
居
、

飯
能
川
原
も
同
様
の
機
能
を

持
っ
た
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ

ま
す
。

飯
能
河
原
の

鯉
の
ぼ
り

新
緑
に
囲
ま
れ
た
割
れ
岩

橋
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い

ま
す
。
川
の
水
も
温
み
、
子

ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

カ
ー
テ
ィ
ス
教
授

は
朝
日
の
「
耕
論
」

で
「
安
倍
さ
ん
が

『
戦
後
レ
ジ
ュ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
』

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
い
る

こ
と
が
外
国
で
も
っ

と
知
ら
れ
た
ら
、

世
界
中
に
た
い
へ
ん
な
誤
解

を
招
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
民
主
主
義
の
国
の
リ
ー

ダ
ー
自
分
の
国
の
レ
ジ
ュ
ー

ム
チ
ェ
ン
ジ(

体
制
変
革)

を
訴
え
る
な
ど
と
い
う
の
は
、

理
解
に
苦
し
み
ま
す
」
と
言
っ

て
い
ま
す
▼
こ
の
問
題
に
つ

い
て
日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
Ｃ
Ｓ
放
送
「
各
党
は

い
ま
」
で
「
戦
後
の
日
本
の

体
制
は
、
平
和
主
義
、
国
民

主
権
、
基
本
的
人
権
な
ど
を

原
理
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
こ
か
ら
『
脱
却
』
し
た
ら

戦
前
に
戻
る
の
か
」
と
バ
ッ

サ
リ
そ
の
本
質
を
あ
き
ら
か

に
し
て
い
ま
す
▼
衆
議
院
法

務
委
員
会
は
、
14
歳
未
満
の

少
年
が
起
こ
し
た
事
件
で
警

察
に
強
制
調
査
権
を
与
え
る

こ
と
を
柱
と
し
た
少
年
法
の

改
悪
案
を
与
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。
教
育
基

本
法
の
改
悪
と
そ
の
具
体
化

で
あ
る
教
育
三
法
の
審
議
入

り
と
同
じ
流
れ
の
中
で
「
恐

ろ
し
い
国
」
へ
の
歩
み
が
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す

も
の
で
す
。
「
戦
前
に
戻
る

の
か
」
は
杞
憂
で
は
な
い
の

で
す
。
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全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

飯
能
市
の
児
童
・
生
徒
一
五
五
四
人
に
実
施

多くの皆さんの参加をお願いします。

５月１日（火）午前１０時開会

会場：八幡神社境内

市内デモ行進

●憲法９条改悪反対！

●憲法改悪手続き法案を廃

案に！

●消費税増税ストップ！

●市民要求実現！

主催:飯能メーデー実行委員会

今
年
度
事
業
で

４
ヶ
所
に
多
機
能
型
の
ト
イ
レ
を
整
備

ショッピングセンターの工事始まる



４ 月 2 3 日 ( 月 ) 精 明 公 民 館

４ 月 2 4 日 ( 火 ) 原 市 場 公 民 館

４ 月 2 6 日 ( 木 ) 加 治 公 民 館

４ 月 2 7 日 ( 金 ) 南 高 麗 公 民 館

５ 月 ７ 日 ( 月 ) 名 栗 公 民 館

５ 月 ８ 日 ( 火 ) 加 治 東 公 民 館

５ 月 1 0 日 ( 木 ) 中 央 公 民 館

５ 月 1 1 日 ( 金 ) 東 吾 野 公 民 館

５ 月 1 4 日 ( 月 ) 美 杉 台 公 民 館

５ 月 1 5 日 ( 火 ) 吾 野 公 民 館

５ 月 1 6 日 ( 水 ) 第 二 区 公 民 館

５ 月 2 6 日 ( 土 )
午 後 ２ 時 ～

３ 時 3 0 分
市 役 所 本 庁 舎 別 館

午 後 ７ 時 ～
８ 時 3 0 分

九
条
改
憲
の
条
件
づ
く
り

と
な
る
改
憲
手
続
き
法
案
の

不
公
正
・
反
民
主
的
な
内
容

の
一
つ
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
も

指
摘
し
始
め
た
最
低
投
票
率

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
与
党
は
最
低
投
票
率

を
「
拒
否
」
す
る
理
由
の
ひ

と
つ
と
し
て
憲
法
の
九
六
条

に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
九
日
の
参
院

憲
法
調
査
特
別
委
員
会
で
日

本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
議
員

の
追
及
で
こ
の
論
理
は
破
た

ん
。
改
憲
案
を
通
し
や
す
く

す
る
狙
い
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

仁
比
氏
は
、
法
案
で
は
改

憲
の
国
会
発
議
を
め
ぐ
っ
て
、

参
院
と
衆
院
と
で
態
度
が
食

い
違
っ
た
場
合
に
「
両
院
協

議
会
」
を
開
く
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
る
の
に
、
改
憲

案
の
国
会
発
議
を
定
め
た
憲

法
九
六
条
一
項
前
段
に
は
、

両
院
協
議
会
の
定
め
が
な
い

こ
と
を
指
摘
。
「
一
方
で
は

憲
法
に
書
い
て
い
な
い
の
に

両
院
協
議
会
を
法
案
に
取
り

込
み
、
一
方
で
は
憲
法
（
九

六
条
後
段
）
に
書
い
て
い
な

い
か
ら
と
い
っ
て
最
低
投
票

率
制
度
の
導
入
を
拒
ん
で
い

る
」
と
、
法
案
の
矛
盾
を
追

及
し
ま
し
た
。

法
案
提
出
者
の
保
岡
氏
は

し
ど
ろ
も
ど
ろ
と
な
り
、

「
（
九
六
条
前
段
は
）
国
会

の
発
議
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

と
い
う
意
味
で
は
重
い
自
律

権
が
与
え
ら
れ
る
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

仁
比
氏
は
「
ご
都
合
主
義

だ
」
と
一
喝
。
「
国
会
の
発

議
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
自

律
に
か
か
わ
る
か
ら
（
書
い

て
い
な
い
）
両
院
協
議
会
を

決
め
て
い
い
が
、
国
民
主
権

原
理
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ

い
て
は
憲
法
に
書
い
て
い
な

い
か
ら
、
そ
れ
（
最
低
投
票

率
の
導
入
）
は
憲
法
違
反
の

疑
い
が
あ
る
と
い
う
の
は
全

然
答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
」

と
し
て
「
撤
回
」
を
迫
り
ま

し
た
。

与
党
の
論
理
の
破
た
ん
は

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
低
投
票
率
を
設
け
る
と

「
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
誘
発

す
る
」
な
ど
と
言
い
出
す
始

末
で
す
。
結
局
「
憲
法
改
正

が
や
り
に
く
く
な
る
」
と
い

う
改
憲
派
の
「
都
合
」
だ
け

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

抗
議
先

Ｆ
Ａ
Ｘ

自
民
党03

-5
51
1-8

85
5

公
明
党03

-3
35
3-9

74
6

●
憲
法
改
悪
共
同
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
政
党
や

マ
ス
コ
ミ
へ
の
主
な
要
請
先

の
一
斉
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
能
市
の
都
市
計
画
道
路

「
川
寺
・
上
野
線
」
が
北
工

区
に
続
い
て
、
南
工
区
（
第

一
小
学
校
北
側
市
道
と
市
立

図
書
館
ま
で
の
区
間
）
が
、

三
月
二
八
日
に
開
通
し
ま
し

た
。
こ
の
開
通
に
と

も
な
っ
て
市
民
の
方

か
ら
二
つ
要
望
が
出

て
い
ま
す
。
①
図
書

館
前
の
信
号
機
・
・
・

川
寺
上
野
線
が
優
先

道
路
に
な
っ
て
い
る

た
め
に
朝
、
名
栗
方

面
か
ら
の
車
が
今
ま

で
以
上
に
渋
滞
し
て

し
ま
う
。
信
号
機
の

調
整
を
し
て
ほ
し
い
。

②
第
一
小
学
校
体
育

館
脇
の
市
道
か
ら
川
寺
上
野

線
の
道
路
を
横
断
す
る
際
、

見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る

こ
と
。
現
在
、
停
止
線
の
所

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
置
物
が

あ
っ
て
、
前
よ
り
も
徐
行
し

や
す
く
は
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
い
う

声
で
す
。
今
後
さ
ら
に
、
照

明
灯
や
警
告
版
、
あ
る
い
は

関
知
式
信
号
機
の
設
置
を
急

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
市
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

２００７年４月２９日 ＮＯ．１５７１

矛
盾
だ
ら
け
の
与
党
答
弁

最
低
投
票
率
拒
む
与
党
に
批
判
の
声
を

四
月
二
三
日
か
ら
市
長
ホ
ッ

ト
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

市
長
に
よ
る
飯
能
市
の
財
政

状
況
や
新
規
事
業
に
つ
い
て

は
三
十
分
程
度
に
な
り
、
住

民
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
く

時
間
が
、
一
時
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
は
報
告
の
中
で
、

「
『
飯
能
市
の
保
健
・
福
祉

の
将
来
を
考
え
る
懇
談
会
の

最
終
報
告
』
に
つ
い
て
、
市

立
病
院
問
題
は
少
し
結
論
付

け
を
し
た
だ
け
だ
が
、
大
き

な
話
題
に
な
っ
て
と
ま
ど
っ

て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
、
今

後
吾
野
地
区
な
ど
で
も
行
わ

れ
る
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

精
明
公
民
館
で
行
わ
れ
た

ホ
ッ
ト
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
住
民
か
ら
地
内
を
流
れ

る
小
畦
川
の
飯
能
市
改
修
部

分
の
工
事
の
問
題
や
新
光
地

区
の
区
画
整
理
で
下
水
道
工

事
が
遅
れ
て
い
る
事
、
ま
た

「
国
道
２
９
９
号
、
六
道
交

差
点
付
近
は
藤
田
堀
や
下
水

道
の
関
係
で
大
雨
が
降
る
と

市
内
か
ら
の
下
水
道
を
飲
み

切
れ
な
く
な
り
住
民
が
大
変

迷
惑
を
し
て
い
る
」
な
ど
、

多
く
の
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
人
、
一
問
だ
け
に

限
ら
れ
た
発
言
で
す
の
で
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
不
足
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

川
寺
・上
野
線

一
小
体
育
館
脇
交
差
点
の
安
全
対
策
を

市長

ホットミーティング

皆さん多くのご意見を!

参議院選挙勝利をめざす

５月１３日（日）午前１１時

飯能河原 のぼり旗目印
１部

やぎした礼子県議の情勢報告

２部

バーべキューを囲んで懇談・交流

参加費：１０００円
主催：日本共産党飯能市委員会、同後援会

改憲手続き法案

ここ


